
63 
 

LAMPIRAN - LAMPIRAN 
 

DAFTAR TABEL 

Tabel 1. Data Konsep Ikumen Pada Tokoh Medama Oyaji 

 

NO DATA KETERANGAN 

1.  Oyaji  : うーん! やはり吸血木じゃな! 

Kitaro  : でも父さん、吸血木を操る妖怪は何

百年も前に封じられたのでは? 

Oyaji : えっと、マナちゃんじゃったかな? 

そのスマッシュ、便利しょうじゃん

な! 

Mana  : スマホだけど、やってみる? そこ

をスワイプして、スワイプってのは

ニューンって! 

Oyaji  : うーん、ここをこうやると、きた

ろ！すごいぞこれは! 

Kitaro  : そうですね、父さん。 

Oyaji  : きたろ!おそらくこれじゃ。 

ーーーーーーーーーー 

Oyaji  : バカモンが! 伸上りの封印を剥が

しよったか! 

Mana  : 伸上り? 

Kitaro : 妖怪だよ吸血木の種を人間に植える

んだ 

Mana  : それでみんな木になったの? 

Episode 1 Menit 

ke 11.10 - 12.16 

 

2.  Kitaro  : 父さん、どうして僕は助かったんで

すか? 

Oyaji : ご線祖様の例もで編まれた、（ちゃ

んちゃんこ）のおかげじゃ。 幽霊族

のご線祖様に感謝すい! 

Kitaro : 誰が嫌を打ったんでしょ？ 

Oyaji : それが謎じゃ。 

Kitaro  : 何か彫ってありますね。 

Episode 1 Menit 

ke 03.45 - 04.14 
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Oyaji  : 五芒星じゃ。ただの星のマークでは

ない。 万物を生み出す五行の流れな

のじゃ。 逆さまにして、みそうなる

と意味が変わる。 悪魔じゃ。 逆五芒

星は地獄とのつながりを表す。それ

を嫌に刻みお前を狙ったんじゃ。 

Kitaro  : 僕？ 

3.  Oyaji  : きたろ! 

Kitaro  : ありがとう。 

Oyaji  : なんじゃ, それが命を助けてもらっ

た人に対する俺か。 

Kitaro  : ありがとうございました 

Episode 2 Menit 

ke 07.56-08.08 

 

4.  Oyaji  : 気をつけろ!見上入道は空気を自由

に操れるんじゃ。 

Kitaro  : はい、父さん 

Episode 2 menit 

16.34-16.39 

 

5.  Kitaro  : なぜ見上入道が消えたんだ。 

Oyaji   : それはじゃな、見上入道は人間に

（見上入道、見越したり）と言われ

ると余力を失うんじゃ。 

Kitaro  : そうだったんですか。 

Episode 2 menit 

20.30-20.41 

 

6.  Oyaji  : 奴には、コンクリートを操るような

力はなかったはず。しかし、なぜ今

になってたんたん坊が出てきたのか

の奴は昔、二口女や、カマイタチと

ともに妖怪城、もろとも岩に封じら

れていたはずなんじゃ。 

Kitaro  : 妖怪城? 

Oyaji   : その昔、奴らがある山奥に気づい

た城じゃよ。それがなぜ？そうか！

工事現場か？もしかしたら 

Oyaji  : 妖怪城が封じられた山は、人の手

で見る影もなくなっておる。コンク

リートはセメントに砂利を混ぜたも

のじゃ。セメントは石灰が砂利は山

の岩を崩して作られておる。その材

料の中に妖怪城を封じた岩が混ざり

結果、奴らのカケラを含んだコンク

Pada episode 3 

menit 09.00-12.41 
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リートがあっちこちの建物の建設に

された。だから、かけらを含んだ場

所ならどこでも出入りができたし操

ることができたのじゃそして、その

材料が最もたくさん使われたのが、

おそらく 

7.  Oyaji  : きたろうや。妖怪と人間、違うもの

同士が一つの世界出生きていくのに

一番必要なのは何か？分かるか？ 

Kitaro  : お？ 

Oyaji  : お互い相手を尊重して理解しようと

することじゃよ 

Episode 3 menit 

20.50-21.08 

 

 

8.  Oyaji  : しかし、気になるの? 

Kitaro  : 何がですか? 

Oyaji  : お前に射掛けられた矢や、今回の妖

怪城を復活させるのに使われた呪術

じゃよ。誰が、何の目的でやってい

るのかをまだ解目わからぬが厄介な

ことにならねばよいがの 

Pada episode 3 

menit ke 21.44-

22.02 

 

 

9.  Oyaji  : そうか、そうか。おばばの言う通

り、袖すり合うも多少の円。きた

ろ、森を案内してやりなさい。 

Kitaro  : え？はい、父さん。 

 

Episode 4 menit 

08.59-09.07 

 

10.  Kitaro  : あ、おい、勝手に降りるな。 

Oyaji  : 仕方なかろう。人間の子供は好奇

心の塊じゃ。それは悪いことではな

い。 

Kitaro  : はい、はい。 

Episode 4 menit 

ke 09.43-09.52 

 

11.  Kitaro  : 電気の力ってやつだ! 

Oyaji  : この死の電気を利用して北方が強

力な電磁石になったのじゃ! 

Kaminari : ちゃ 

Episode 6 pada 

menit 14.32-15.00 

 

12.  Kitaro  : 脛擦りを追っているはずです。 

Oyaji  : 脛擦りも役を起こしていなければい

いな。 

Episode 6 pada 

menit 14.32-15.00 
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Kitaro  : でも自分が妖怪だと気づかないなん

てあるんでしょうか 

Oyaji  : この村も昔は咲かいていたようじ

ゃ。道を生き交う不特定多数の人間

から知らぬ間に気力を得ていたのだ

ろう。 

Kitaro  : そうか時代が変わるとともに村の人

通りも減って。 

Oyaji  : たった、一人の人間から気力を奪い

続ければ今回のようなことにもなろ

う。 

13.  Oyaji  : 鏡か? となればマナちゃんを襲った

犯人は 鏡爺かもしれん。 

Kitaro  : 鏡爺? 

Oyaji  : ああしかし、奴は女の子を鏡の中か

ら 覗き見ることはあってもこんな大

胆なことを死でかす妖怪ではないは

ずちゃが。 

Kitaro  : マナを助けるにはどうしたらいいん

でしょうか。 

Oyaji  : どこかに鏡爺の住み方である 鏡があ

るはずちゃ奴に招かれない限り 鏡の

中にはそこからしか入れん。 

Kitaro  : その鏡を見つけ出します 。 

Oyaji : 必ず、げげげの森の皆ならば 誰か鏡

爺をよく知るものがいるかもしれ

ん。 

Episode 8 11.43-

12.24 

 

14.  Oyaji  : きたろ、あわなってくれるなよ 

Kitaro  : はい、父さん 

 

Episode 8 menit 

22.00-22.04 

 

15.  Kitaro  : "八百八狸が出て日本が大変なの 助

けて犬山まな" 

Oyaji  : うん八百八狸か 

Kitaro: 知ってるんですか父さん 

Oyaji  : 八百八狸といえばかつて四国を占領

していた狸たちじゃ。最も用力の強

い刑部狸を椎っとに、ダン一郎、ダ

Episode 11 menit 

ke 06.27-07.58 
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ン二郎、ダンザブロ、ー個分の狸た

ち合わせ八百八匹。四国を支配でき

たのも 奴らがあがめる妖怪獣の力が

大きい。しかし、二百年以上前に有

名な僧侶が護符を持ちいて封印した

はずじゃ。 

Kitaro  : その八百八狸が復活したということ

は… 

Oyaji  : うん、誰かが封印を解いたのじゃろ

う。きたろう、こうしてはいられん

ぞ 

Kitaro  : はい、父さん 

Kitaro  : 月が二つ 

Oyaji  : いや、一つは妖怪獣の卵じゃ 

Neko  : 卵? 

Oyaji  : うん、妖怪獣は実は古龍という七百

年生きた蛇が蜃気楼の中に入り卵

を。その卵が地に落ちて地下で数百

年の時を減ると再び空に登るんじ

ゃ。 

Kitaro  : つまり、どういうことですか? 

Oyaji  : おそらく刑部狸たちもあそこから

の卵を下ろす方法を知らんはずじ

ゃ。あれが地上に落ちれば妖怪獣が

復活して大変なことになる。その前

に何とかせねば 

16.  Oyaji  : あと少しでか要岩じゃ 

Kitaro  : 要岩? 

Oyaji  : 妖怪獣と刑部狸たちもエネルギーの

皆の戸じゃ。それを破壊する以外日

本を救う道はな 

Oyaji  : い急げ, きたろう 

Kitaro  : はい、父さん! 

Episode 11 menit 

ke 18.48-19.03 

 

17.  Oyaji  : そんな、呪いがかかっておったの

か。すまんなキタロウ、わしの製

で。待ってくれ。必ず助けてやるか

らな 

Episode 11 menit 

ke 21.05-21.17 
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18.  Oyaji  : すまんのキタロウ。私がこんな姿に

なってしまわなければ、お前にまっ

とうな子供時代を送らせてやれたか

もしれん。だがそれは叶わなかっ

た。できれば、お前を守りお前にも

っと伸び伸びと言葉らしい、夢を見

せてやれる父親でありたかったよ 

Episode 14 menit 

ke 18.20-18.45 

 

19.  Oyaji  : 子どもを守るための何でもした。

ただの父親だ。 

Episode 14 menit 

ke 19.00-19.13 

20.  Oyaji  : きたろ、私はお前に子供らしい子供

時代を過ごさせてやることができな

かった。すまんなかったな。 

Kitaro  : いえ、父さん。がいつでも僕のこと

を考えて。ずっと守ってくれてるの

はわかっていますから。ありがとう

ございます、父さん。 

Oyaji  : きたろ。 

Episode 14 menit 

ke 21.32-21.52 

 

 

 


